
Science Cafe Kobe (No.74)

都市の緑を考える
～ニュータウンに育った林～

サイエンスカフェは、科学者などの専門家と一般の市民が飲み物を片手に、

気軽に科学などの話題について語り合う新しいコミュニケーションの場です

　　ゲ ス ト  ： 　    前川 恵美子 さん （神戸大学大学院人間発達環境学研究科・大学院生）

　　日　  時  ：   ２０１０年７月 2７日（火）１４：０0 から１６：０0

　　場　  所  ：   神戸大学発達科学部 A 棟１階 D-room

　　　　　　 (http://www.h.kobe-u.ac.jp/292)

              　　         （神戸市灘区鶴甲 3-11　TEL 078－803－7846)

　　アクセス  ： 　  JR 六甲道駅・阪急六甲駅から
　　　　　　　神戸市バス 36 系統「鶴甲団地」行き
　　　　　　　「神大発達科学部前」下車
 　　　　 正門から正面の建物入ってすぐ左側
   　　　　　　　    　
 　   参  加   費 ：  250 円 ( コーヒー or 紅茶 + クッキー )

　　
　　定　 　員 ：  20 名程度　先着順

　　　　　　　　定員になり次第締め切らせていただきます

参加申し込み・お問い合わせ：神戸大学サイエンスショップ 

メール: scicafe@radix.h.kobe-u.ac.jp

TEL・FAX ： 078(803)7979
*お申し込みの際お送りいただきます個人情報は、

本サイエンスカフェの運営管理の目的のみ利用させていただきます

 主催：　サイエンスカフェ神戸

         (http://scicafe.h.kobe-u.ac.jp/）　　　　

        神戸大学サイエンスショップ

　　　　 (http://www.h.kobe-u.ac.jp/scishop)

         

　高度経済成長期、大都市の周辺では数多くのニュータウンがつくられました。

ここ、神戸市でも鶴甲、渦が森、名谷、西神、明舞など六甲山の山すそをけずって

つくられた団地に多くの人々が生活しています。まち開きから４０年以上たった今、

山の名残りの斜面の一部には、すっかり林になってしまったところもありますが

そこは一体、どんな木が生えて、どのような林になっているのでしょうか？

　今回は、研究者のタマゴをゲストに、ニュータウンの中の身近な緑について

考えてみたいと思います。
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